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第二一回明るく！元気に！国労東日本婦人部学習交流会が、七月九-十日、十和田湖奥入瀬渓流ホテルに於いて開催され、婦人部組合員十四名と婦人部ＯＢ五名が集まりました。

　今回は、昨年二三年来の国鉄闘争が一定の解決をしたということもあり、婦人部ＯＢであり闘争団家族でもある菅原芳子さんを講師に迎え、長かった闘争の思いや、解決した想いなどを語っていただきました。婦人部ＯＢ五名の参加もあり解決のお祝いや激励の言葉がありました。

❤　婦人部長挨拶
　今回は、三月十一日に東日本大地震があり、地震だけでなく津波や今尚続く福島原発事故もあって東北から関東にかけ大きな被害がありました。国労組合員も二名が亡くなり、皆さんも大変な思いをしてきたことと思います。津波では仙台のＭさんが大きな被害にあい国労の皆さんの大きな支援活動がありました。
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今回の明るく元気も開催できるか考えて、話し合った結果、こんなときだからこそ東北で開催し仙台の仲間を元気づけたいと決まりました。なかなかホテルもみつからず準備不足の開催となりました。
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❤　加藤婦人部長挨拶
今年の青婦家中央行動は東日本大震災のため中止になりました。

全国の中でも仙台地本Ｍさんの被害が深刻であったため国労はカンパ活動や家のかたずけなどに支援活動を展開してきた。

今後は組織拡大にも力を入れていきたい。
❤　菅原芳子さんの講話
この二三年間ですが、とにかく長かったという気持ちです。働いてきた半分以上が闘争だった。まさかこれほど長いとは思わなかった。
国鉄からＪＲになるときは採用されるかどうか不安だった。採用されたときは良かった！という気持ちだった。その夜八時になっても夫が帰ってこなかった。十時頃帰ってきて「不採用だった。ごめん。」とひとことだけ。
四月ごろ新宿文化会館の集会に小学三年と一年の子供を連れて行った。上の子は（集会の意味が）判ったみたいだが、下の子はよくわからない様子だった。

共働きだったから生活は可能という判断だった。子供たちが大きくなるとＪＲアパートは狭くなった。思い切って家を建てようかと話し合った。カンパを受けながら家を建ててもいいものか悩んだ。国労の仲間でさえ、家を立てられない人がいるのに。車を買うにも新車を買っていいものか悩んだ。
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闘争団ということで色紙や檄布をもらった。ながめていると一人ひとりの顔が目に浮かぶ。
闘いの過程では、昇進試験を受けるためや子供をＪＲに入れるため国労を離れていった人たちもいた。

二三年闘い続けてこれたのは国労という組織があったからだ。デール基金や恵まれた闘いの環境があった。闘争団の家族ということもあって、暗くもならずに元気でやってこれた。

夫は亡くなる一日前まで家にいることができた。好きなものを何でも少しでも食べることができた。

私は働いてこれてよかったと思った。郡山は全員社員だからボーナスもあるし、経済的には自立してやっていけるという気持ちでここまでやってこれた。
解決して本当に良かった。このまま一生「闘争団」なのかと思ったときもあった。国労の体質、経済的支援、全国に仲間がいる、同じ首を切られた仲間がいて闘い続けることができた。地震のときも全国の仲間から「水、大丈夫？」と声がかかった。国労にいて本当に良かった。

❤　参加者の声
仙台Ｍ　自宅は東松島で、四五号線の南側です。屋根ごと津波がかぶっていた。当日は十三：三〇から執行委員会で、地震の後ラジオをかけた。十五時過ぎに仙台をでて家を目指した。家から四キロのところから水浸しで近づけなかった。メールが届くようになったのは夜中の二時だった。中学校が避難場所になっていた。家には十五日間は入れなかった。
津波は三回くらい来た。四日間子供たちにもあえなかったが、全員無事でよかった。生きていたら何もいらないと思った。知り合いも多くの人が亡くなった。

建てて十年の家の二階に住んでいる。一階の床はヘドロで何度も洗い落としをしたが、張替えが必要だ。ブロックと庭の陥没を直した。
[image: image8.bmp]国労の人達が毎日片付けに来てくれた、回りの人達からびっくりされた。支援物資が全国から届いた。真っ先に闘争団婦人部から届いた。東日本婦人部の皆さん、ＯＢの皆さんから心暖まるカンパいただいて本当に嬉しかった、国労で良かった、ありがとうございました。
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郡山Ｓ　東日本大震災のあと福島原発事故があった。両親とは連絡が取れたのだが、夫や娘と連絡が取れず心配だった。水と食料の確保はできたのだが、仕事は当分自宅待機だった。電車が動き始めたのが三月二六日で払い戻しが始まった。通常払い戻ししないものも払い戻すというので、勉強しながらだった。
[image: image9.bmp]五月三一日で退職だったが、当初は第一希望でエルダーが大丈夫といわれていたがこの地震の騒ぎの中、希望を出しても良いものか悩んだりした。写真証の写真を出すのも抵抗があったりした。しかし希望どおり「えきネット」に入れた。
仙台Ｋ　凄い揺れだった。地震の時はみどりの窓口にいた。マルスが他の機械に挟まれて、天井は抜けるし、頭を確保するのがやっとだった。後ろの棚も倒れカウンターを飛び越えて外に逃げた。雪が降って寒い中、お客様の誘導をした。仙台駅はホームの屋根が落ちた、駅舎も激しく壊れ被害は大きかった。
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今後の予定


九月六-七日　


東日本拡大委員会


九月　六日　常任委員会


�


明るく！元気に！の後、


真砂さん、加藤さん、広岡さん、本部婦人部長の加藤さんからお礼のハガキが届きました。


皆さんに喜んでもらえてよかったです！
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